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東 日 本 大 震 災

重川　希志依（しげかわ・きしえ）
東京都出身。東京理科大理工学部建築学科卒業。（財）
都市防災研究所に入り、研究部長を経て平成12年か
ら富士常葉大学環境防災学部助教授、平成15年より
教授，平成18年より大学院環境防災研究科教授。元
中央防災会議委員、地震調査研究推進本部政策委員
会委員、地域安全学会会長など。専門分野は、防災
教育など。災害に強いまちづくり、人づくりのための
教育プログラム等の研究や災害弱者が安心して暮ら
せる地域づくりのための活動を続けている。
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■福島県いわき市田人町で確認された断層
写真提供：山形大学　八木浩司氏

■地震調査委員会 第225回（臨時会）の様子

■岩手県宮古市田老地区

−東北地方太平洋沖地震−

−2011年4月11日　福島県浜通りの地震−

用 語 解 説 震 源 域

　平成23年3月11日、私は霞が関の合同庁舎5号館3階
にある内閣府（防災担当）で東日本大震災に遭いました。
内閣府の職員の方に対するヒアリング調査をしている最中
のことでした。そのうちに収まるだろうという皆の期待と
は裏腹に、揺れはその大きさを増すばかりで、生まれて初
めて「あ、死ぬかもしれない」と思いました。揺れが収ま
ると即座に内閣府の担当者は防災服に着替え、その足で官
邸の危機管理センターに向け飛び出して行きました。部屋
の中には各放送局のテレビ映像が映し出されており、車や
家や船が次々と津波に飲み込まれていく状況を、その場に
いた人たちと共に、声もなく呆然と見つめていました。
　地震発生から3日目、宮城県と岩手県の津波被災地に入
り、カメラのレンズを通さずに現実の被害を見たときに、
全く声が出ない、全く言葉が出ない状況でした。あまりに
も広すぎる被災地、あまりにも惨すぎる被害、そして自分
があまりにも無力であること、さまざまな思いが交錯し、
防災の仕事に携わる人間として、何をしたらよいのか、な
にができるのか、出口が見つからない日が続きました。し
かし、「普段できないことは、災害時にもできない」とい
う防災の鉄則どおり、これまでやってきた事から取り組む
ことに決めました。
　それは、被災者に対する罹災証明書発行業務を支援する
活動です。災害時によく耳にする“被災者生活再建支援金”
を受給する際などに必要となる公的な証明書の発行と、そ

　3月11日に平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地
震発生後、東日本では地震が多発しています。地震が発生
すると、気象庁が「○○時○○分の地震の震源は○○地方」
と発表します。テレビや新聞では、震源と推定される場所
を「×」で示すこともあります。
　地震がどのような仕組みで起こるかというと、現在では、
地下の岩盤がずれる（断層が動く）ことによって発生する
と考えられています。「断層が動く」ということは、地震
はある小さな1点で発生するのではなく、ある広さを持っ
た領域で発生することを意味します。この領域のことを「震
源域」と呼びます。断層の動きは、ある地点から動き始め、
面的に広がっていきます。この動き始めの点を震源、動い
た面全体を震源域と呼びます。
　それでは、震源域はどれほどの広さを持っているので

しょうか。それは地震の規模と関係があり、地震の規模は、
マグニチュード（M）で表され、Mが大きくなるほど、断層
の動いた領域が広くなります。M7.0のとき長さ数十km、
M8.0のとき長さ80km程度にわたる領域が震源域となり
ます。1960年に発生したチリ地震（M9.5）では、1,000km
に及ぶ領域が震源域となりました。
　今回発生した、東北地方太平洋沖地震においては、長さ
400km以上、幅約200kmにわたって、断層が動いたと
考えられます。動き始め（震源）は三陸沖でしたが、三陸
沖から茨城県沖までの広い領域で断層の動きが観測されま
した（震源域）。その結果、三陸沖から比較的遠い関東地
方の北部でも、強い揺れが観測されました。
　震源域の広がりは、強い揺れを起こす地震波を出す範囲
であると同時に、地震が海域で発生した場合には、海域で
地殻変動を起こす範囲の広さにも関係があり、その結果と
して、津波の発生源ともなります。そのため、震源域を即
座に把握することが、地震の揺れで被災したであろう地域
の広がりや被害の程度を推定したり、津波の即時予測をす
る上で重要になります。

の前提となる住宅の被害調査を、大学の教員や学会の研究
者と共に支援しています。
　1棟1棟の住宅を調査する中で、いつまでも収束しない
余震を気にしながら、ガレキの片付けや思い出の品を運び
出す多くの被災者の方たちと出会いました。その中で、3
月11日の地震では大丈夫だったのに、4月7日の地震で住
宅に大きな被害を受けた人が予想以上に多いのに驚きまし
た。中には、4月7日の地震で住宅が倒壊し、もし避難し
ていなかったら命が危なかったという方もいらっしゃいま
した。巨大地震が発生した際に、その後起こる余震や、連
動して起こる地震に関する予測の重要性を、改めて認識す
ることとなりました。科学的に見て非常に難しい課題と認
識していますが、東日本大震災後に起こったこれらの地震
に関する情報を収集し、分析し、余震や連動して起こる地
震の予測技術を高めていただくことを、心から期待する次
第です。 地震調査委員会〔第224回〕

定例会（平成23年4月11日）

2011年３月の地震活動の評価

平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震の評価

地震防災研究

地震時の退避行動等はどうあるべきか〔第1回〕

地震調査委員会（臨時会）〔第225回〕

地震調査委員会臨時会を開催

独立行政法人　防災科学技術研究所

eコミュニティ・プラットフォームの使い方講座①

地震調査研究への期待
政策委員会　総合部会

委　員　重川　希志依
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用 語 解 説 「震 源 域」



第224回地震調査委員会
定例会（平成23年4月11日） 2011年

月例地震活動評価 地震活動の評価
3月の

各地方別の地震活動図は気象庁・文部科学省提出資料を基に作成。
また各地方の図に記載された N ＝は図中の地震の総数を表す。

注：この図の詳細は地震調査研究推進本部ホームページの毎月の地震活動に
関する評価に掲載。地形データは日本海洋データセンターのJ-EGG500、
米国地質調査所のGTOPO30、及び米国国立地球物理データセンター
のETOPO2v2を使用。

深さによる震源のマーク Mによるマークの大きさ
30km未満
30km以上
80km以上
150km以上
300km以上

各図の縮尺は異なる。そのため、凡例のMによるマークの大きさは目安で、図中のM
のマークの大きさと同じではない。

80km未満
150km未満
300km未満
700km未満

M7.0以上

M6.0から6.9まで
M5.0から5.9まで
M4.0から4.9まで
M3.0から3.9まで
M3.0未満とMが決まらなかった地震

　1 主な地震活動
● 3 月 9 日 に三陸沖でマグニチュード（M）7.3の地震

が発生し、宮城県で最大震度５弱を観測した。また、
大船渡で55cmなど、東北地方や北海道地方・関東
地方の一部の太平洋沿岸および伊豆諸島で津波を観
測した。

● 3月11日に三陸沖でM9.0の地震＊が発生し、宮城
県で最大震度７を観測した。また、宮古で8.5ｍ以上、
大船渡で8.0ｍ以上など、北海道地方、東北地方、
関東地方の太平洋沿岸で高い津波を観測し、死者・
行方不明者２万人以上などの甚大な被害を生じた。

　＊この地震に対し、気象庁は「平成23年（2011年）
東北地方太平洋沖地震」と命名した。

● 3月12日に長野県・新潟県県境付近でＭ6.7の地震
が発生した。この地震により、 長野県で最大震度６
強を観測し、重傷者が出るなどの被害を生じた。

● 3月15日に静岡県東部でＭ6.4の地震が発生した。
この地震により、静岡県で最大震度６強を観測し、
重傷者が出るなどの被害を生じた。

● 3月19日に茨城県北部でＭ6.1の地震が発生し、茨
城県で最大震度５強を観測した。

● 3月23日に福島県浜通りでＭ6.0の地震が発生し、
福島県で最大震度５強を観測した。

● 3月24日に茨城県南部でＭ4.8の地震が発生し、茨
城県で最大震度５弱を観測した。

　2 各地方別の地震活動
北海道地方
　目立った活動はなかった。

東北地方
● 3 月9 日に三陸沖でＭ7.3の地震が発生した。この

地震の発震機構は西北西－東南東方向に圧力軸を持
つ逆断層型で、太平洋プレートと陸のプレートの
境界で発生した地震である。GPS 観測結果による
と、この地震に伴い、大船渡観測点（岩手県）が約
3cm東南東に移動するなどの地殻変動が観測され
ている。

●平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震及びその
余震活動等については、P5を参照。（→P4へ続く。）

N＝4459

N＝27214

N＝6027 N＝1393
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ａ）3 月 9 日に三陸沖でM7.3の地震（最大震度 5 弱）が発生した。
この地震の最大余震は3月10日に発生したM6.8の地震（最大震
度 4 ）である。

ｂ）3 月11日に三陸沖でM9.0の地震（最大震度 7 ）が発生した。気象
庁はこの地震を「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」
と命名した。この地震の最大余震は同日に発生したM7.7の地
震（最大震度 6 弱）である（ 4 月 8 日 現在）。
※ その他の余震（図の矩形内で発生した地震）についてはP5を参照。

ｃ）3 月11日に福島県中通りでM5.1の地震（最大震度不明 : 調査中）
が発生した。

ｄ）3 月11日に宮城県南部でM5.2の地震（最大震度 4 ）が発生した。
ｅ）3 月12日に秋田県沖でM6.4の地震（最大震度 4 ）が発生した。

〈 3 月期間外〉
　　4 月 1 日に秋田県内陸北部でM5.0の地震（最大震度 5 強）が発

生した。

　特に目立った活動はなかった。

1 北海道地方

2 東北地方

N＝2441

N＝15671

ａ）3 月11日から岐阜県飛騨地方でまとまった地震活動が見られている。
ｂ）3 月12日に群馬県・栃木県県境付近でM4.5の地震（最大震度 4）が

発生した。
気象庁はこの地震に対して〔群馬県北部〕で情報を発表した。

ｃ）3月12日に長野県・新潟県県境付近でM6.7の地震（最大震度 6 強）
が発生した。この地震の最大余震は同日に発生したM5.9の地震（最
大震度 6 弱）であった。
気象庁はこの地震に対して〔新潟県中越地方〕で情報を発表した。

ｄ）3 月15日に静岡県東部でM6.4の地震（最大震度 6 強）が発生した。こ
の地震の最大余震は同日に発生したM4.2の地震（最大震度4）であっ
た。

ｅ）3 月16日に岐阜県飛騨地方でM4.0の地震（最大震度 4 ）が発生した。
ｆ）3 月24日に茨城県南部でM4.8の地震（最大震度 5 弱）が発生した。

※ 「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」の余震（図の矩形内で発生し

た地震）については P5を参照

〈 3 月期間外〉
4 月 2 日に茨城県南部でM5.0の地震（最大震度 5 弱）が発生した。

ａ）3 月 7 日にトカラ列島近海で、M5.1の地震（最大震度 3）が発生した。

3 関東・中部地方

5 九州地方

　特に目立った活動はなかった。 　特に目立った活動はなかった。

4 近畿・中国・四国地方 6 沖縄地方
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● 3月11日に福島県中通りの深さ約10kmでM5.1の
地震が発生した。

● 3月11日に宮城県南部の深さ約10kmでM5.2の地
震が発生した。

● 3月12日に秋田県沖の深さ約25kmでM6.4の地震
が発生した。この地震の発震機構は東北東－西南西
方向に圧力軸を持つ型であった。

● 3月23日に福島県浜通りの深さ約10kmでM6.0の
地震が発生した。この地震の発震機構は東西方向に
張力軸を持つ正断層型で、地殻内で発生した地震で
ある。GPS観測結果によると、この地震に伴い、い
わき２観測点（福島県）が約６cm東南東に移動する
などの地殻変動が観測されている。

関東・中部地方
● 3月12日に群馬県・栃木県県境付近の深さ約５kmで

Ｍ4.5の地震が発生した。
● 3月12日3時59分頃に長野県・新潟県県境付近の深

さ約10kmでＭ6.7の地震が発生した。この地震の
発震機構は北西－南東方向に圧力軸を持つ型で、地
殻内で発生した地震である。この地震の発生後、震
度６弱を観測する地震が２回発生するなどのまと
まった地震活動が見られた。GPS 観測結果による
と、この地震に伴い、松之山観測点（新潟県）が約
39cm北東に移動するなどの地殻変動が観測されて
いる。

● 3月15日に千葉県北東部の深さ約45kmでＭ4.5
の地震が発生した。この地震の発震機構は西北西
－東南東方向に圧力軸を持つ型で、太平洋プレー
トとフィリピン海プレートの境界で発生した地震
である。

● 3月15日22時31分頃に静岡県東部の深さ約15km
でＭ6.4の地震が発生した。この地震の発震機構は
南北方向に圧力軸を持つ型であった。同日22時 40
分頃にＭ4.2（最大震度４）の地震が発生するなど
のまとまった地震活動があった。GPS 観測結果に
よると、この地震に伴い、裾野１観測点（静岡県）
が約３cm東北東に移動するなどの地殻変動が観測
されている。

● 3月16日に岐阜県飛騨地方の深さ約5kmでM4.0の
地震が発生した。この地震の発震機構は西北西－東
南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型で、地殻内で
発生した地震である。 

● 3月16日に茨城県南部の深さ約50kmでM5.4の地

震が発生した。この地震の発震機構は西北西－東南
東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレート
とフィリピン海プレートの境界で発生した地震であ
る。

● 3月19日に茨城県北部の深さ約５kmでM6.1の地
震が発生した。この地震の発震機構は北東－南西方
向に張力軸を持つ正断層型で、地殻内で発生した地
震である。GPS観測結果によると、この地震に伴い、
里美観測点（茨城県）が約２cm西南西に移動する
などの地殻変動が観測されている。また、陸域観測
技術衛星「だいち」に搭載された合成開口レーダー

（SAR）のデータによると、この地震に伴い、震央
付近で地殻変動が観測された。

● 3月21日に岐阜県飛騨地方の深さ約5kmでM4.8の
地震が発生した。この地震の発震機構は北西－南東
方向に圧力軸を持つ逆断層型で、地殻内で発生した
地震である。

● 3月22日に千葉県北東部の深さ約45kmでM4.8の
地震が発生した。

● 3月24日に茨城県南部の深さ約50kmでM4.8の 地
震が発生した。この地震の発震機構は北北西－南南
東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、フィリピン海プ
レートと陸のプレートの境界で発生した地震である。

●東海地方のＧＰＳ観測結果等には、東海地震に直ち
に結びつくような変化は観測されていない。

近畿・中国・四国地方
　目立った活動はなかった。

九州・沖縄地方
● 3 月7日19時13分にトカラ列島近海でM5.1の地震

が発生した。この地震の発震機構は北北東－南南西方
向に張力軸を持つ正断層型であった。同日１８時４９
分にＭ４．５の地震が発生するなどのややまとまった地
震活動があった。

補足
● 4 月1日に秋田県内陸北部の深さ約10kmでＭ5.0の

地震が発生した。この地震の発震機構は東西方向に圧
力軸を持つ逆断層型で、地殻内で発生した地震である。

● 4 月 2 日に茨城県南部の深さ約55kmでＭ5.0の地
震が発生した。この地震の発震機構は北西－南東方
向に圧力軸を持つ逆断層型で、フィリピン海プレー
トと陸のプレートの境界で発生した地震である。
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●3月11日14時46分頃に三陸沖の深さ約25kmでマ
グニチュード（Ｍ）9.0の地震が発生した。今回の
本震の規模はこれまでに日本国内で観測された最大
の地震である。この地震により宮城県栗原市で最大
震度７を観測した。また、宮古で8.5ｍ以上、大船
渡で8.0ｍ以上、石巻市鮎川で7.6ｍ以上、相馬で7.7
ｍ以上など、北海道地方、東北地方、関東地方の太
平洋沿岸で高い津波を観測した。これまでの調査に
よると、小

こ

堀
ぼり

内
ない

漁港（岩手県宮古市）で30ｍ以上
など、津波の遡上が確認されている。

●発震機構は西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断
層型で、太平洋プレートと陸のプレートの境界で発
生した地震である。

●４月11日現在、最大の余震は３月11日15時15 分
に発生したＭ7.7の地震で、Ｍ6.0以上の余震が 60
回以上発生している。また、４月７日には、Ｍ7.1
の地震が発生し、宮城県で震度６強を観測した。余
震域は南北約500kmにわたっており、今後も引き
続き規模の大きな余震が発生する恐れがあり、強い
揺れや高い津波に見舞われる可能性がある。

●GPS観測の結果によると、本震の発生に伴って、東
北地方から関東地方の広い範囲で地殻変動が観測さ
れており、牡鹿観測点（宮城県）では東南東方向に

約5.3ｍの水平移動、約1.2ｍの沈降が観測されて
いる。地震発生後、余効変動と考えられる東向きの
地殻変動が観測されており、４月５日現在、山田観
測点（岩手県）で約41cm、銚子観測点（千葉県）
で約27cmなどの地殻変動が観測されている。また、
陸域観測技術衛星「だいち」に搭載された合成開口
レーダー（SAR）のデータからも、東北地方から関
東地方にかけての広い範囲でGPS観測結果と調和的
な地殻変動が観測されている。

●今回の地震の震源域は、岩手県沖から茨城県沖まで
に及んでおり、その長さは約400km以上、幅は約
200kmで、最大の滑り量は20ｍ以上であったと推
定される。滑り量の大きい領域は、地震調査委員会で
評価している三陸沖南部海溝寄り、三陸沖北部から
房総沖の海溝寄りの一部であったと考えられる。震
源域の範囲は、更に三陸沖中部、宮城県沖、福島県沖、
茨城県沖の領域を含んでいると考えられる。

●今回の地震の発生に伴って、水平方向に５ｍ以上の
変動が観測されるなど、大きな地殻変動が観測され、
広域にわたってひずみ変化を与えている。東北地方
から関東・中部地方にかけて、まとまった地震活動
が観測されている地域があり、今回の地震の影響で
あると考えられる。

詳しくは、ホームページ［http://www.jishin.go.jp］をご覧ください。

震央分布図（2011年3月9日〜2011年4月7日06時、深さ0〜90km、M≧5.0）

平成23年（2011年）
東北地方太平洋沖地震の評価
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地 震 の 概 要 東北地方太平洋沖地震に伴う余震活動等

地震調査委員会

第 225 回  臨 時 会

　2011年４月 11日17時16分に福島県浜通りの深
さ６kmでM7.0の地震（最大震度６弱）の地震が発生
し、死者４名、負傷者10名等の被害が生じました（総
務省消防庁調べ）。
　地震調査研究推進本部地震調査委員会は、「福島県浜
通りの地震」を評価するため、４月12日に第225回
地震調査委員会（臨時会）を開催しました。

　気象庁によると、この地震の概要は以下のとおりで
す。

地震調査委員会臨時会を開催

　３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う
余震は、岩手県沖から茨城県沖にかけて、震源域に対
応する長さ約500km、幅約200kmの範囲に密集し
て発生しているほか、震源域に近い海溝軸の東側でも
発生しています。特に、福島県から茨城県の陸域の浅
い場所では、M7.0 の地震が発生し、M4 ～ M5程度
の地震（震度３～４）も多発するなど、活発な活動が
見られています。
　これまでに発生した余震は、M7.0以上は５回（7.7、
7.5、7.4、7.1、7.0）、M6.0 以上は76回、M5.0以
上は444回です。また、最大震度４以上を観測した余
震は140回となっています。（気象庁　５月６日15時
現在の速報値）

○４月11日17時16分頃に福島県浜通りの深さ約５km
でマグニチュード（Ｍ）7.0（暫定）の地震が発生した。
この地震により福島県と茨城県で最大震度６弱を観測
した。また、12日にも震度６弱を観測する余震が発
生するなどの余震活動が続いており、４月12日16時
現在、震度４以上を観測する地震が12回発生している。

○この地震の発震機構は西南西－東北東方向に張力軸
を持つ正断層型で、地殻内の浅い地震である。

○GPS観測の結果によると、本震の発生に伴って、い
わき２観測点（福島県）が約30cm北東方向に移動
するなどの地殻変動が観測されている。

■ 第225回地震調査委員会（臨時会）のもよう

■ いわき市田人町台付近の水田に現れた段差と開口亀裂 ■ いわき市才鉢東方で御斉所街道（県道14号）を切る低断層崖
写真提供：山形大学　八木浩司 氏

2011年４月11日福島県浜通りの地震の評価

発生日時：4 月11日17時16分

マグニチュード：7.0（暫定値）

場所及び深さ：福 島 県 浜 通り（い わきの 西 南 西、約
30km付近）、深さ 6km（暫定値 )

　　　　　　　※今回の地震は、「平成23年（2011年）
東北地方太平洋沖地震」の余震と考え
られます。

発震機構等：東北東－西南西方向に張力軸を持つ正断層
型（速報値）

震　度：震度 6 弱；福島県中島村、古殿町、いわき市、
茨城県鉾田市

　　　　震度 5強；福島県白河市、須賀川市、鏡石町、
天栄村など17市区町村

　　　　東北地方を中心に、北海道から近畿地方にかけ
て震度5弱～1を観測。

津波警報等の発表状況

・津波警報（津波）：11日17時18分に茨城県に津波
警報を発表→11日18時05分解除。

・津波注意報：11日17時18分に宮城県、福島県、千
葉県九十九里・外房に津波注意報を発表→11日18
時05分解除。

緊急地震速報の発表

　この地震に対し、気象庁は、地震検知から6.3秒後の
17時16分22.2秒に緊急地震速報（警報）を発表しま
した。

   
        

    
          

 

    
         

       
          
       
          

       
          

       
          

2011年3月11日
15時08分M7.4             
          

2011年3月11日
14時46分M9.0             
          

2011年3月11日
15時25分M7.5

          2011年3月11日
15時15分M7.7

          

2011年4月12日
08時08分M6.4

          

2011年4月11日
17時17分M5.6

          

2011年4月11日
17時16分M7.0

          

2011年4月11日
17時26分M5.4

          

2011年4月7日
23時32分M7.1

          

         

2011年3月23日
07時34分 7km M5.5

          

2011年3月11日
14時54分 9km M5.7

          

2011年4月11日
17時26分 5km M5.4

          2011年4月11日
17時16分 6km M7.0

          

2011年4月11日
17時17分 9km M5.6

          

2011年3月11日
15時11分 8km M5.6

          

2011年3月23日
07時13分 1km M5.8

          

2011年3月23日
07時36分 7km M5.8

          

2011年3月23日
07時12分 8km M6.0

          

2011年3月19日
5km M6.1
          

震央分布図
（2011年3月1日〜2011年4月11日17時30分、

深さ15km以浅、M3.0以上）

平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震余震の発生状況
震央分布図

（2011年3月11日12時00分～４月12日11時00分、
深さ90km以浅、M≧5.0）

2011年4月11日 17時16分　福島県浜通り
　北緯：36.9°東経：140.7°深さ：約6km　M7.0

丸の大きさはマグニチュードの大きさを表す。

丸の大きさはマグニチュードの大きさを表す。

地震調査委員会によるこの地震の評価結果は、以下のとおりです。

今回の地震
（最大震度６弱）

今回の地震
（最大震度６弱）
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地震防災研究を踏まえた退避行動等に関する作業部会報告書（概要）
１．背景
・関東大地震（1923年）後に、「地震に出会った時の心得」が推奨され、時代とともに変遷
・時代の変遷を経た地震時の心得の普及と社会の変化
・地震被害調査等により人間の行動の変化や室内の変化等地震時の状況について知見が蓄積

２．基本的考え方
○検討範囲　・地震による揺れもしくは地震情報により人間の行動が制約される時間
　　　　　　・一般的な室内空間、屋内から屋外に向かう空間
○検討手法　（1）現在推奨されている地震時の行動についての整理
　　　　　　（2） 地震時の揺れによる人間行動と室内環境の変容についての文献調査
　　　　　　（3） 推奨されている地震時の退避行動の検証と留意点の整理
　　　　　　（4） これまでの地震防災研究を踏まえた退避行動等と今後の課題

３．地震時におけるこれまでの推奨行動の分類
○地震時の心得１０箇条を目的等で分類・整理
　（Ⅰ）命を守る　　（Ⅱ）火を消す　　（Ⅲ）近隣と助け合う　　（Ⅳ）デマやうわさに惑わされない

４．地震の揺れによる室内環境の変容と人間行動に関するこれまでの研究成果
（1）地震の揺れによる

室内環境の変容
（2）地震の揺れによる
人間の行動への影響

（3）地震の揺れによる
人間の行動と負傷の関係

５．推奨されてきた退避行動の検証
○推奨されてきた退避行動の妥当性の検討と留意点の整理
　(1)「丈夫な家具に身を寄せる」行動について、丈夫な家具に身を寄せるべきという先入観が遠く
　　　の家具に身を寄せる等の無意味な行動に繋がる等、マイナスに働く場合がある。　等
　(2)「身を隠して頭を保護する」行動について、頭を保護するものが近くに無い場合、それを取り
　　　に動くと危険が増大する場合がある。　　等
　(3)「慌てて外へ飛び出さない」行動について、新耐震基準に適合した建物では、外に飛び出す行
　　　動に伴う危険性の方が高い。　　等
　(4)「グラッときたら火の始末」行動について、大きな揺れの場合妥当とは言えないが、簡単に消
　　　せる場合には始末の方が良い場合もある。　等

６．地震時に人命を守るための退避行動等と今後の課題
○地震時に人命を守るための退避行動等（提言）
　(1) 事前対策
　　　・建物の耐震化、家具類の固定、消火設備の設置、適切な退避行動の事前の検討を行う
　(2) 主要動到達直前（緊急地震速報時、初期微動時）
　　　・主要動到達までの時間が知らされた場合：周囲に声をかけ、目前の火を消す、扉を開ける、
　　　　履物をはく等し、速やかに安全空間に移動する
　　　・主要動到達までの時間が不明な場合：頭部を保護して安全空間に移動する
　(3) 揺れの最中
　　　・揺れが非常に大きい場合（動けない場合）：姿勢を低くし頭部を守る、無理に行動しない
　　　・揺れが大きい場合（動ける場合）：その場の状況を判断し頭部を守ったり安全空間に逃げ込む
　(4) 揺れが収まった直後
　　　・火を消す、扉を開ける、履物をはく、余裕があればブレーカーをおとす
○今後の課題
　(1) 現状における課題
　　　・防災機関による現段階でできる範囲での退避行動等の検証・確立、普及
　(2) より適切な退避行動の実現に向けて必要な将来の姿
　　　・地震時の適切な退避行動を支援する仕組み（例：音声誘導システム）の構築
　　　・安全空間を増加させる建物耐震化や家具固定等の促進
　　　・これらを実現するための必要な研究の実施　　等

地震防災研究

　はじめに
　我が国は世界の中でも有数の地震国であり、これま
でに大被害が発生した大地震を幾度も経験してきまし
た。大地震が発生するたび、得られた貴重な教訓を後
世に生かすため、「地震時における心得」がまとめられ、
国民に伝えられてきました。例えば、「グラッときた
ら火の始末」、「あわてて外に飛び出さない」といった
標語を耳にしたことがあると思います。
　しかし、現状では、震度5弱以上の揺れでのガスの
停止、建物の耐震性の向上や緊急地震速報の実現など、
過去とは防災に関する状況が変化しています。このよ
うに、推奨されている退避行動が最近の社会の変化や
最新の知見等を踏まえて十分に検証されていないこと
が顕在化してきました。さらに、地震被害調査や実大
三次元破壊実験施設（E-ディフェンス）などを用いた
実験研究により地震時の状況について知見が蓄積され
ています。このような研究成果を活用して、住居や学
校、オフィスにおいて、地震発生時に人がどのような
行動をとり、どのような対策を行うべきかについて検
討できるようになってきました。
　「地震防災研究を踏まえた退避行動等に関する作業
部会」（主査 : 田中淳 東京大学大学院情報学環総合防
災情報研究センター長）では、地震発生時の退避行動
についてその有効性を検証し、課題を抽出するととも
に、どのような行動をとるのが望ましいか、また、よ
り適切な被害軽減策を導き出すため、どのような研究
開発を行う必要があるかについて検討を行いました。
　ここでは、平成22年５月にとりまとめた、地震時
に人命を守るための退避行動等の提言を含む報告書に
ついて３回に分けて紹介します。
　第１回目の今号では、検討方法や地震時に人命を守
るための退避行動等（提言）の概要について紹介します。

　検討範囲について
（1）検討対象とした時間の範囲
　地震による揺れもしくは地震情報により人間の行動
が制約される以下の時間を中心に検討対象としました。
　①緊急地震速報を見聞きする、もしくは初期微動を

感知してから主要動が到達するまでの時間
　②主要動により揺れている時間（揺れが収まるまで

の時間）
（2）検討対象とした場所
　多くの人間が日常的に生活し、また研究成果や作業
部会での検討結果が防災対策へ反映されやすいという
観点から、以下の場所を検討対象としました。
　①一般的な室内空間（居室、教室、事務室）
　②屋内から屋外に向かう空間（廊下など）

　検討手法について
　本作業部会では、以下のとおり検討を行いました。

（1）現在推奨されている地震時の行動についての整理
（2）地震時の揺れによる人間行動と室内環境の変容等

についての文献調査
（3）現在推奨されている地震時の退避行動の有効性の

検証と留意点の整理
（4）地震防災研究を踏まえた現状で適切と考えられる

退避行動等（提言）と今後の課題の提示

　地震時に人命を守るための退避行動等（提言）
　作業部会での検討の結果、報告書にまとめられた提
言の概要は以下のとおりです。

（1）事前対策
　・建物の耐震化、家具類の固定、消火設備の設置、

適切な退避行動の事前の検討を行うなど事前対策
を行う

（2）主要動到達直前（緊急地震速報時、初期微動時）
　・主要動到達までの時間が知らされた場合：周囲に

声をかけ、目前の火を消す、扉を開ける、履物を
はく等し、速やかに安全空間に移動する

　・主要動到達までの時間が不明な場合：すぐに大き
な揺れが来るとの想定のもと頭部を保護して安全
空間に移動する

（3）揺れの最中
　・揺れが非常に大きい場合（動けない場合）：姿勢を

低くし頭部を守る、無理に行動しない
　・揺れが大きい場合（動ける場合）：その場の状況を

判断し頭部を守ったり安全空間に逃げ込む
（4）揺れが収まった直後
　・火を消す、扉を開ける、履物をはく、余裕があれ

ばブレーカーをおとす
■ 報告書につきましては、以下のサイト（文部科学省ホームページリンク）をご覧ください。
　http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu2/sonota/1294461.htm

地震時の退避行動等はどうあるべきか
第１回
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　これからの防災への取り組みとして、従来の行政主
導による防災対策だけでなく、個人や地域コミュニ
ティ、NPO、民間事業者などを含め、社会全体が協働
して自然災害のリスクを協治していく必要があると考
えています。このことを「災害リスクガバナンス」と
いいます。これを実現するためには、人や組織のつな
がりが大切であることと、様々な知識や情報を使いや
すい環境であることの２つが大切です。eコミはこれ
らを結びつける基盤（土台・環境）となるツールにな
ることを目指して、研究開発を行っています。
　eコミは、「eコミグループウェア」と「eコミマッ
プ」という２つのシステムによって構成されています。
eコミグループウェアは、ホームページの構築・運用・
管理を行いながら、情報共有・意見交換・合意形成の
ための横断的な架け橋を提供します。ブログや掲示板、
RSSリーダー、アンケート、ファイル共有、カレンダー、
マップなどの各種機能を持つパーツを自由に配置する
ことができます。インターネットが使えるパソコンさ
えあれば、Web の詳しい知識がなくても、誰でも使
いこなすことができます。eコミマップは、地図の作
成・共有・印刷に特化したシステムです。インターネッ

　防災科学技術研究所では、平成 20 年度から府省連携による社会還元加速プロジェクトの一環として「eコ
ミュニティ・プラットフォーム」（略称：eコミ）を開発しています。eコミを一言で説明すると、「人・組織
と情報のつながりで防災の取り組みを支援する情報ツール」です。３回に分けてeコミのコンセプトや使い方
を、実践例を交えながら紹介していきたいと思います。

ト上に公開されている様々なマップを国際標準の方式
によって取得して下敷きにし、調べた情報や集めた情
報を地図の上に登録し、重ね合わせることが可能です。
そして、その地図を公開して他のグループと連携する
ことや、グループ内での共有も可能です。携帯電話や
スマートフォンによる地図の閲覧や情報の登録が可能
です。
　eコミ自体はオープンソース (GPL) による公開を
行っており、いつでもダウンロード可能です。つま
り、eコミというシステムを使うこと自体にコストは
発生しません。ただし、eコミはウェブサーバにイン
ストールするため、サーバの維持費は別途検討する必
要があります。さらに、ソースコードが公開されてい
るので、eコミを基盤にして、さらに新たなシステム
を開発することも可能です（eコミ公式サイト http://
www.bosai-drip.jp/ecom-plat/）。さらに、eコミの
利用促進や発展を目指して、利用者や開発者の有志に
よって「eコミウェアフォーラム」と呼ばれる団体が
設立されており、ユーザ間の協働も進みつつありま
す（eコミウェアフォーラム公式サイト http://ecom-
ware.jp/）。

　eコミを活用した事例をいくつか紹介したいと思
います。事例については、eコミのサイト（http://
ecom-plat.jp/hp/jirei）でも紹介していますが、い
くつかピックアップしたいと思います。北条ネット

（http://kitajo.net）は、新潟県柏崎市北条地区内
の情報共有や情報発信を、eコミで行っているサイト
で、eコミマップを使った防災マップも作成していま
す（図1）。また、e 防災マップよこはま（http://
emap-yokohama.ecom-plat.jp/）では、防災マッ
プの作成を支援するサイトで、横浜市のハザード
マップを下敷きに地域に根ざしたグループが危険な
箇所や防災資源などをeコミマップに登録すること
ができます（図2）。他にも、神奈川県藤沢市では地
区のホームページを、eコミを使って構築していま
す（例えば鵠沼地区地域経営会議 http://fujisawa-
kugenuma.ecom-plat.jp/, 図3）。他にも様々なサ
イトが立ちあがっています。
　eコミは、今後の展開として、より防災の取り組み
に特化した機能を備えていきたいと考えています。こ
のことを「地域防災キット」と呼んでいて、現在、e
防災マップづくり、地域の被害想定、防災ラジオドラ
マづくりなど、様々な手法論の開発を行っており、そ
れをeコミにツールとして組み込み、地域協働によっ
て誰もが防災の取り組みが行えるようにしていきた
いと考えています。日々の様々な取り組みについて
は、リスク研究グループのウェブサイト（http://risk.
bosai.go.jp/）に詳しく情報が掲載されております。
第２回防災コンテスト（e防災マップ、防災ラジオド
ラマ）の案内もありますので、ぜひご覧ください。
　eコミの基本としている「人・組織、情報のつなが
り」は、平時だけでなく、災害発生後の対応において
も重要なことであり、eコミが活用できます。2011

年3月11日に発生した東日本大震災においても、eコ
ミは活躍しており、当研究所では被災地の支援も行っ
ています。次回、東日本大震災におけるeコミの活用
事例を詳しく紹介したいと思います。なお、活動内容
は「ALL311：東日本大震災協働情報プラットフォー
ム」のウェブサイト（http://all311.ecom-plat.jp/）
でも紹介しています。

人・組織、情報のつながりで防災の取り組みを支援する情報ツール
独立行政法人 防災科学技術研究所

eコミュニティ・プラットフォームの使い方講座 ①

図1　北条ネット（http://kitajo.net）　　　　

図2　e防災マップよこはま（http://emap-yokohama.ecom-plat.jp/）　　　 

図3　くげぬまポータル（http://fujisawa-kugenuma.ecom-plat.jp/）
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